












































































に 2018 年 1 月に実施したアンケート調査の概要を紹介したい
と思います。
   アンケート調査は、びわ湖南湖に面する大津市（堅田以南）、
草津市、守山市の約 3 万世帯を対象に実施しました。アンケー
ト票の回収数は 4,578 通で、回収率は約 15％です。以下、主だっ
た結果を紹介します。まず、水草は、悪臭、眺望の悪化、水質
悪化、生き物の影響、漁業への影響などの様々な問題を引き起






   ところで、滋賀県は水草対策として、水草の刈り取りだけで
なく、刈り取った水草の堆肥化およびその無料配布、さらに水
草繁茂を防ぐ新技術の開発支援なども行なっています。そこで、
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左 :1994 年夏に発生したアオコ ( 出典 : 琵琶湖研究所 オウミア No 54)　
右 : 2014 年夏に湖面まで成長した水草群落（撮影 : 石川可奈子 )
石川　可奈子
滋賀県琵琶湖環境科学研究センター
本プロジェクトでの活動を含め、琵琶湖周辺では水草の有
効利用に期待が高まっている。かつて水草は肥料として有用な
水産資源であったが、近年は、流れ藻がゴミになり、やっかい
者として扱われている。そんな水草が、びわ湖の宝として蘇り
つつある。そこで、この自然の恵みを将来にわたり享受するた
めの水草管理のあり方について考えてみよう。
水草を生えなくさせよ？
1994 年夏、平均気温は高く日照時間も長かった。数週間に
わたる取水制限が行われ、琵琶湖の水位は史上最低の B.S.L. 
（琵琶湖基準水位）-123cm を記録した。 南湖のほぼ全域にわ
たってアオコが発生し、湖面はまるで緑のペンキを流したよう
であった。さらに、北湖でも初めてアオコが発生した。アオコ
は富栄養化の象徴であり、原因となる植物プランクトンには毒
性物質を生産する種もある。近畿 1450 万人の水道水源である
琵琶湖にとって深刻な問題であった。また、渇水時には生物の
斃
へ い し
死や枯死も大きく取り上げられた。県民調査では 8 割以上の
住民が今後の被害を心配していた。
それから 20 年後、南湖の景色は、大きく様変わりしていた（写
真１）。後にわかったことだが、1994 年の大渇水は、琵琶湖南
湖で水草（沈水植物）が著しく回復するきっかけであった。そ
の前後の期間の水質を比較すると、夏期の透明度、植物プラン
クトン (Chl.a) 量、濁度等、いくつかの項目で改善がみられた。
水草は、渇水後、急激に繁茂面積を拡大し、南湖の湖底の 9 割
まで繁茂するようになった。増えすぎた水草は、漁業やレクリ
エーション活動等、湖の多面的な利用の障害になった。行政は
住民からの苦情対応に追われ、1994 年までのような水草の生
えていない状況にまで戻してほしいとの要望まで聞かれた。「あ
ちらを立てればこちらが立たず」ではないが、みんなの琵琶湖
を管理することの難しさを実感させられた。
生態系レジームシフト
生態学の理論研究によると、環境要因の変化に対して生態
系の応答が連続的でないため、自然界には２つの異なる安定状
態が二者択一的に存在するのだという。浅い富栄養湖では、植
物プランクトンが優占する「濁った状態」と、水草が優占する「澄
んだ状態」があり、環境変化の影響が、ある閾値よりも大きい
と、他方の状態へと急激に移行する、レジームシフトが起こる
のである。
植物プランクトンが多く濁った状態では、光が湖底に届か
ないため水草が枯れ、底生動物やプランクトンを食べるコイ科
魚類が多くなり、動物プランクトンは小型で少なくなるため、
湖水は一層濁った状態で維持される。一方、水草が優占する水
が澄んだ状態では、水草は湖底に根を張り、風による底泥の再
懸濁を抑制する。また、水草は栄養塩をめぐり植物プランクト
ンと競争し、ある種の他感物質を放出することで、植物プラン
クトンの増殖を抑制する。さらに水草の体表には多くの付着生
物が棲みつき、餌と隠れ家を得るとともに、有機物を分解する
者もいて、湖水の透明度がますます上昇する。すなわち、南湖
の生態系は、渇水という大きな攪乱の後、植物プランクトン優
占の濁った状態から、水草が優占する水が澄んだ状態にレジー
ムシフトしたと考えられる。また、プランクトンを食べる魚が
多く、かつ、水が澄むというような、両方の良いとこ取り状態
になることは、理論的に難しいことにも気づかされる。しかも、
近年は地球温暖化や気候変動により極端な気温、降雨、破壊的
な台風、北湖で植物プランクトンの大発生等、予想もつかない
事象が毎年のように起きている。南湖は、いつ、再び「濁った
状態」に戻るかわからないのである。
変動に備える時代へ
　このような自然の不確実な条件下における生態系管理に「順
応的管理」手法が適用されている。常にモニタリングを行いな
がらその結果に合わせて対応を変えるフィードバック管理（順
応性）が重要となる。滋賀県では、水草の管理において刈取り・
除去事業を実施するとともに、関係者が集まり、その効果検証
と見直しを図り、大量繁茂による弊害を軽減しようとしている。
今後は、自然の恵みを将来にわたり享受するため、外的攪
乱を想定し、生態系の安定性を維持するための知見を集積する
ことも課題だろう。例えば、一定面積の沈水植物群落は、湖沼
生態系のレジームシフトを起こりにくくする。筆者の研究では、
水草の適正量を検討しているところである。
